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記者会見 要旨 

逗子市長  桐ケ谷覚 

１． はじめに 

   ・逗子を取り巻く環境の変化 

   ・ビジネスモデルが変わった 

 

２． 財政再建 

   ・企業誘致 ……… ＰＪ立上げ トップセールスをかける 

        ・起業支援 ……… 働き方改革を味方にし、将来の逗子の中核を担 

                          う会社の出現に期待 

        ・本店移転促進 …… オーナー会社等の誘致 

        ・国 県の補助獲得 …職員が積極的に獲得に動いて欲しい 

        ・行政のスリム化 … 将来の人口減少も視野に今から対策をたてる 

３． 教育 

   ・早急に復活を検討する項目     *少人数指導教員 

*学習支援員 

*心の相談員 

*土曜のふれあいスクール復活 

                                       *校舎等修繕緊急要するもの 

*図書館時間延長 

                                       *返却ポスト復活 

                        *交通整理員 

                    *小児医療費助成の拡充 

 

 



４．福祉 

       ・早急に復活を検討する項目      *高齢者センター浴場の再開 

       ・今後の検討項目       *生活の足としての交通手段の確保 

                              *県下一元気な高齢者を目指すための施策 

５． 病院問題 

   私見     総合病院の大切さは理解する 

            市民にとって望ましいのは何なのかを確認する 

            医師会と葵会とで改めて協議の場を設ける 

            病床数決定までの時間猶予の間に、見極めをする 

            拙速な判断ではなく、衆知を集めて検討する 

 

６． 防災 

    ・検討する項目     *避難所不足分は民間建物を活用する 

                       *避難訓練の徹底 

                        →東日本を通して、行政の訓練は大事と思う 

 

７． 町づくり 

    ・検討する項目     *東逗子の賑わいづくり 

                       *小坪海浜地区の活性化  

→ 地元、商工会との連携 

 

８． おわりに 

    ・現場第一主義を貫く 

 


